
























































Future Challenges of School Dance Class：
月刊誌『体育科教育』(平成19～28年度)を中心にして
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ンケンゲーム50」、別冊26「学習指導要領準拠 新しい走・
跳・投の授業づくり」
３ 山地弘起「アクティブ・ラーニングとは」『女子体育』58巻
(８・９号) 2016年,14-19.
４ 村田芳子「表現運動・ダンスの学習内容について考える」
『体育科教育』2007年５月号、pp.35-39.村田芳子「表現
運動・タンスの授業でみにつけさせたい学習内容とは?」
『体育科教育』2008年３月号、pp.14-18. 柴田一浩「『ダ
ンスと武道の必修化』で直面する課題をどう解決するか」
2008年６月号、pp.40-43.高橋和子「創作ダンスで身に付
ける『技能』とは何か、それをどう評価するか」2012年２
月号、pp.28-31.
５ 高橋和子「改訂期のダンスでいま、何が、どう問題か」『体
育科教育』2016年３月号、pp.16-19.
６ 研修会の報告記事については省略している。
７ 高橋和子「なぜいま『ダンス必修化』なのか?」『体育科教
育』2008年３月号、pp.20-23.
８ 松本富子「ダンス授業を振り返る」『体育科教育』2007年５
月号、pp.34-37.
９ 中村恭子「ダンス教育の展望と課題」『体育科教育』2016年
３月号、pp.28-31.
10 岩田靖「武道とダンスの今日的課題を探る」『体育科教育』
2016年３月号、pp.10-14.
11 中村なおみ、宮本乙女「表現・ダンス：体から溢れる気持
ち・思いのこまった体」、「表現・ダンス～関わり合って多
様にひろがる」『体育科教育』2007年8月号、pp.5-8,pp.50
-51.中村なおみ、宮本乙女「表現・ダンス～関わり合って
多様にひろがる～」2007年９月号、pp.54-55.
12 高橋るみ子「よい『創作』はよい『模倣』から」2008年３
月号、pp.32-35.
13 細江江利子「小中高の表現・創作ダンス「いつ、なにを、
どう教えるか」『体育科教育』2008年3月号、pp.24-27.
14 津田幸保「リズムジャンプを使ったダンス指導」『体育科教
育』2013年６月号、pp.46-47.
15 前田幹夫「ダンス必修化とチアダンスの可能性」『体育科教
育』2013年７月号、pp.52-53.
16 中村恭子「『現代的なリズムのダンス』＝ヒップホップダン
スという ‘誤解’を解いて自主創造的なダンス学習へ」『体
育科教育』2016年３月号、pp.28-31.
17 松本富子「ダンスの授業を振り返る」2007年７月号、pp.34
-37.
18 牛山眞貴子「つながると見えてくる答え」『体育科教育』
2008年,２月号、pp.37-38
19 三宅香「『初めてのダンス授業』を失敗しないポイント」『体
育科教育』2008年３月号、pp.28-31.
20 伊藤美智子「教師も夢中になるダンス指導を目指して」『体
育科教育』2010年３月号、pp.66-67.
21 宮元乙女「『初めてのダンス』指導に挑戦するための学習指
導過程」『体育科教育』2008年12月号、pp.42-45.
22 村田芳子「必修化をチャンスに、今こそ面白いダンスの授
業を」『体育科教育』2012年９月号、p.9.
23 木原慎介「初めてのダンス指導を通して見えてきた成果と
限界」2013年７月号、pp.34-37.
24 牛山眞貴子・伊藤幸「マイナスの経験がプラスの経験を生
む」『体育科教育』2008年２月号、pp.39-43.
25 長町裕子「表現運動の良い動きを育てる『習得』『活用』の
学習活動」『体育科教育』2010年６月号、pp.50-54.
26 高橋るみ子「芸術家と協働で創る表現運動の授業」『体育科
教育』2012年２月号、pp.24-27.
27 小林治雄「リズムと表現を楽しむ『ヒップホップ』の授業」
『体育科教育』2008年３月号 pp.40-43.
28 手塚二郎「『ソーラン』教材を活かした学校づくり」『体育
科教育』2007年４月号、pp.38-43.
29 松本拓也、酒向治子「『またみんなで踊りたい』フォークダ
ンスの授業づくり」『体育科教育』2014年９月号、pp.60-63.
30 武山有香、島田左一郎「楽しい郡上踊りの学習を創る」『体
育科教育』2016年３月号、pp.40-43.
31 七澤朱音「生徒の動きが変わるダンスの指導言語」『体育科
教育』2008年３月号、pp.44-48.
32 宮元乙女「『鑑賞』を活用して表現の技能と理解を育てる学
習指導」『体育科教育』2012年２月号、pp.32-35.
33 中村安希子「『今ここにいる自分』を感じて歩く」『体育科
教育』2012年2月号、pp.40-43.
34 君和田雅子「ヒップホップだけじゃない‼もう１つの現代
的なリズムのダンス」2016年３月号、pp.48-51.
35 芙二三枝子「ダンスのもつ力と可能性を考える」『体育科教
育』2008年３月号 pp.10-13.
36 森田玲子・酒向治子「ダンスの言語がダンスを変える～ダ
ンスデノテーションと創作活動～」『体育科教育』2008年３
月号、pp.50-53.
37 水村真由美「踊る身体を科学する」『体育科教育』2008年３
月号 pp.54-56.
38 高橋和子「創作ダンスの指導は難しくないのだが」『体育科
教育』2012年２月号、p.22.山崎大志「『即興』のおもしろ
さを求めて」『体育科教育』2012年２月号、p.22.中澤卓二
「自分が動かなければ生徒は動かない?」『体育科教育』
2012年２月号、p.44.宇都宮茂樹「この年になって」『体育
科教育』2012年２月号、p.45.
39 https：//www.jdac.jp
40 高橋和子「改訂期のダンスでいま、何が、どう問題か」『体
育科教育』2016年３月号、pp.16-19.
41 松尾、高田他「『女子体育』誌にみるリズム・現代的なリズ
ムのダンスに関する記述の動向と今後の課題」『広島体育学
研究』39号 2013年,p.14.
42 細川江利子「アクティブ・ラーニングを先導するダンス指
導」『女子体育』2016年８・９月号、p.4.
43 岩田靖「武道とダンスの今日的課題を探る」『体育科教育』
2016年,３月号、p.13
44 山田陽一『響きあう身体：音楽・グルーヴ・憑依』春秋社、
2017年,p.142.
45 同書、p.166.
46 木村真知子「表現運動論－ダンスはなぜ体育なのか－」杉
本厚夫編『体育教育を学ぶ人のために』、世界思想社 2001
年,pp.245-260.
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